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ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
資
金

を
集
め
、
一

人
親
・
困
窮

者
向
け
食
糧

支
援
「
手
く

ば
り
足
く
ば

り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実

施
。
さ
ら
に
、２
０
２
１
年
、

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ま
く
ら
」

と
し
て
登
録
し
、
市
と
の
協

働
で
毎
月
、無
料
配
布
会「
ス

マ
イ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
個
別
配
布
は
登

録
さ
れ
て
い
る
54
軒
を
１
軒

ず
つ
回
り
、
米
や
野
菜
、
冷

凍
食
品
な
ど
の
食
品
を
手
渡

し
て
い
る
。

無
料
配
布
会
は
、
毎
月

第
４
土
曜
日
正
午
か
ら
１
時

ま
で
開
催
さ
れ
、
偶
数
月
は

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
奇
数
月
は

大
船
支
所
で
配
布
し
て
い

る
。
６
月
は
、
食
品
パ
ッ
ク

１
２
０
個
を
配
布
し
た
。

フ
ラ
ッ
ト
カ
フ
ェ
の
食
材

や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ま
く
ら

の
食
料
支
援
は
、
市
民
や
事

業
者
か
ら
寄
付
し
て
も
ら
っ

た
食
料
品
・
生
活
用
品
が
原

資
で
、
昨
年
は
個
人
・
団
体
・

企
業
か
ら
約
３
４
７
０
件
の

寄
付
が
あ
っ
た
と
い
う
。

鎌
倉
市
関
谷
の
落
合
農

園
は
、
２
０
１
８
年
に
大
船

こ
ど
も
食
堂
に
野
菜
を
寄
付

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
現

在
、
フ
ラ
ッ
ト
カ
フ
ェ
の
地

域
食
堂
や
無
料
配
布
会
に
合

わ
せ
、
月
２
回
、
野
菜
を
寄

付
し
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
９
棟

を
含
む
一
町
の
農
地
で
ト
マ

ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
20
種
類
程
度
の
野

菜
を
栽
培
す
る
農
園
を
、
両

親
と
夫
妻
で
家
族
経
営
し
て

い
る
落
合
智
一
さ
ん（
41
）

は
、「
な
か
な
か
手
が
足
り

な
い
が
、
寄
付
の
品
物
は
仕

事
外
に
時
間
を
設
け
て
収
穫

を
行
っ
て
い
る
。
で
き
る
こ

と
を
で
き
る
限
り
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

渡
邉
代
表
は
「
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
と
い
か
に
連
携
し
て
い

く
か
が
大
事
」
と
意
気
込
み
を

語
り
、
今
後
の
活
動
展
開
に
前

向
き
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

「
み
ん
た
べ
」
は
み
ん
な

で
食
べ
る
の
略
。
鎌
倉
市
内

に
は
「
地
域
食
堂
」
や
「
子

ど
も
食
堂
」
と
呼
ば
れ
る
、

食
を
介
し
た
居
場
所
が
約
20

カ
所
あ
る
。
市
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
・
高
齢
者
施

設
な
ど
を
利
用
し
て
、
月
数

回
開
か
れ
て
い
て
、
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
誰
で
も
気

楽
に
参
加
で
き
、
世
代
を
超

え
て
「
食
」
で
つ
な
が
る
交

流
の
場
で
も
あ
る
。

「
み
ん
た
べ
食
堂
」
を
多

く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、

利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
こ

の
ほ
ど
「
み
ん
た
べ
食
堂
」

市
内
18
カ
所
の
場
所
を
示
し

た
マ
ッ
プ
と
連
絡
先
入
り
の

チ
ラ
シ
が
で
き
た
＝
写
真
。

み
ん
た
べ
食
堂
が
集
ま

り
、「
鎌
倉
市
み
ん
た
べ
連
絡

協
議
会
」（
渡
邉
公
子
会
長
）

を
立
ち
上
げ
、
鎌
倉
市
の
市

民
健
康
課
と
連
携
し
て
作
成

し
た
。
月
毎
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
入
り
の
チ
ラ
シ
と
と
も
に

夏
休
み
前
に
市
内
の
小
学
校

な
ど
に
配
布
さ
れ
る
。

「
み
ん
た
べ
食
堂
」
を
つ

な
げ
る
渡
邉
会
長
は
子
ど
も

食
堂
の
は
し
り
「
ふ
ら
っ
と

カ
フ
ェ
鎌
倉
」
の
代
表
を
務

め
る
。「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ

鎌
倉
」
は
、
２
０
１
７
年
に

発
足
し
、
２
０
１
９
年
ま
で

に
市
内
19
カ
所
で
「
み
ん

た
べ
」
を
実
施
。
２
０
２
０

年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
「
み
ん

た
べ
」
の
活
動
が
制
限
さ
れ

る
な
か
、
鎌
倉
市
ガ
バ
メ
ン

　「
由
井
が
浜
し
ず

け
き
波
に
　
人
の
和

を
い
ざ
な
う
都
　
山

の
幸
海
の
幸
ゆ
た
け

く
　
風
光
は
み
や
び

に
も
清
し
く
　
世
界
の
人
の

心
を
惹
く
よ
　
虹
は
た
つ
　

虹
は
呼
ぶ
　
鎌
倉
　
鎌
倉
　

あ
あ
栄
え
あ
る
都
」
▼
１
番

の
み
の
紹
介
で
す
が
、
こ
の

鎌
倉
市
歌
（
作
詞
・
大
木
惇

夫
、
作
曲
・
矢
代
秋
雄
）
は
、

１
９
５
９
年
（
昭
和
34
）
に
、

鎌
倉
市
市
制
施
行
20
周
年
を

記
念
し
て
作
ら
れ
ま
し
た

▼
美
し
い
自
然
環
境
と
豊
か

な
歴
史
的
遺
産
を
持
つ
、
古

都
・
鎌
倉
の
さ
ら
な
る
発
展

へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
▼
皆
さ
ん
は
口
ず
さ
め

る
で
し
ょ
う
か
▼
「
世
界
の

人
の
心
を
惹
く
よ
」
の
と
お

り
、
現
在
も
多
く
の
言
語
が

行
き
交
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

「
人
の
和
を
い
ざ
な
う
都
」

の
象
徴
に
も
成
り
得
る
と
感

じ
ま
し
た
。 

（
Ｎ
）

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭

７
日
17
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
大
町
・
八
雲
神
社
例
祭

13
〜
15
日
。
13
日
例
大
祭
、

神
幸
祭
、
神
輿
、
14
日
富
く

じ
、
15
日
縁
日
、
還
幸
祭
。

　
▼
天
王
祭
13
日
宵
宮
、
14

日
本
祭
。
小
動
神
社
・
江
の

島
八
坂
神
社
の
合
同
祭
礼
。

　
▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭
　
15

日
宵
宮
、
16
日
11
時
式
典
、

14
時
神
幸
祭
。

　
▼
荏
柄
天
神
社
例
祭
21
日

12
時
半
神
幸
祭
、
24
日
16
時

半
宵
宮
。25
日
10
時
半
例
祭
。

　
▼
石
上
様
の
例
大
祭
15
日

御
霊
神
社
（
坂
ノ
下
）。

　
▼
開
山
忌
　
23
・
24
日
建

長
寺
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
観
蓮
会
　
27
・
28
日
光

明
寺
。
28
日
献
灯
会
17
時
半

海
岸
回
向
、
18
時
法
要
。

　
▼
鎌
倉
花
火
大
会
　
17
日

19
時
20
分
、
鎌
倉
海
岸
。

【
海
水
浴
場
の
開
設
】

　
●
鎌
倉
市
海
水
浴
場
　
７

月
１
日
〜
９
月
１
日

　
●
逗
子
海
水
浴
場
　
６
月

28
日
〜
９
月
１
日

　
●
葉
山
海
水
浴
場（
森
戸
、

一
色
、
長
者
ケ
崎
・
大
浜
）

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

　
●
藤
沢
市
海
水
浴
場

▽
片
瀬
東
浜
７
月
１
日
〜
９

月
１
日
▽
片
瀬
西
浜
・
鵠
沼

７
月
１
日
〜
９
月
１
日
▽
辻

堂
７
月
13
日
〜
８
月
31
日

7月

「
食
」を
通
じ
て
支
え
合
う
共
生
社
会

み
ん
た
べ
食
堂
18
カ
所
か
ら
情
報
発
信

温
室
で
ト
マ
ト
を
収
穫
す
る
落
合
さ
ん
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暑中御見舞い
　　　　　申し上げます

　
旧
き
ゅ
う

華か

頂ち
ょ
う

宮の
み
や

邸て
い（
鎌
倉
市

浄
明
寺
２
丁
目
）
は
９
月
か

ら
来
年
２
月
ご
ろ
ま
で
の
予

定
で
、
銅
板
葺
き
屋
根
の
一

部
修
繕
工
事
を
行
う
こ
と
か

ら
、
例
年
秋
に
実
施
し
て
い

る
一
般
公
開
を
７
月
20
・
21
の

両
日
実
施
す
る
。

　
屋
根
材
の
銅
板
は
当
初
は

赤
橙
色
だ
っ
た
も
の
が
、
長

い
年
月
を
か
け
て
現
在

の
緑
青
色
に
変
化
し
た

た
め
、
現
在
の
色
は
当

面
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
市
は
こ
の
貴
重
な

機
会
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
を
と
呼
び
か
け
て
い

る
。

　
こ
の
建
物
は
、１
９
２
９

年
（
昭
和
４
）
春
に
華

頂
博
信
侯
爵
邸
と
し
て

　
鎌
倉
市
大
町
の
安
養
院
は
尼

将
軍
と
い
わ
れ
た
北
条
政
子
が

頼
朝
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
笹

目
町
あ
た
り
に
建
立
し
た
祇
園

山
長
楽
寺
が
前
身
で
あ
る
と
伝

え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
地

に
移
り
、
山
号

寺
号
を
祇
園
山

安
養
院
田
代
寺

と
し
て
い
る
。

　
山
門
を
入
る

と
、
左
側
に
ラ
カ

ン
マ
キ
の
巨
木
が

枝
を
広
げ
る
。
幹

回
り
６
ｍ
以
上
、

高
さ
５
ｍ
を
超
え

て
広
が
っ
た
枝

に
、
正
面
の
本
殿

が
す
っ
ぽ
り
入
っ

て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
思
う

く
ら
い
の
大
木
だ
。
浄
土
宗
名

越
派
の
祖
・
尊
観
上
人
の
お
手

植
え
と
伝
え
ら
れ
樹
齢
７
５
０

年
。
市
指
定
天
然
記
念
物
で「
か

ま
く
ら
と
三
浦
半
島
の
古
木
・

名
木
50
選
」
に
入
っ
て
い
る
。

　
マ
キ
科
の
常
緑
高
木
で
、
原

産
地
は
中
国
。
葉
は
長
さ
４
〜

８
㎝
で
イ
ヌ
マ
キ
よ
り
も
短

く
、密
生
す
る
。
雌
雄
異
株
で
、

６
月
上
旬
の
開
花
時
は
、
境
内

が
白
く
霞
む
ほ
ど
花
粉
が
飛
ぶ

と
い
う
。
ラ
カ
ン
マ
キ
（
羅
漢

槙
）
の
名
前
は
赤
紫
色
の
果
托

の
上
に
付
く
緑
色
の
球
形
の
果

実
を
、
袈
裟
を
ま
と
っ
た
仏
僧

（
羅
漢
）
に
見
立
て
て
名
付
け

ら
れ
た
と
い
う
。

　 

安
養
院
の
ラ
カ
ン
マ
キ

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
松
原
省
吾

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　
　
④

寄
付
さ
れ
た
野
菜

旧
華
頂
宮
邸
20
・
21
日
特
別
公
開

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
木
造

３
階
建
て
、
洋
小
屋
組
、
述

べ
床
面
積
約
５
７
８
㎡
。

　
１
９
９
６
年
（
平
成
８
）

５
月
鎌
倉
市
が
取
得
し
、

２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
４

月
に
は
市
の
景
観
重
要
建
築

物
、
同
年
10
月
に
国
の
登
録

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に

登
録
さ
れ
た
。「
日
本
の
歴

史
公
園
１
０
０
選
」
に
も
選

ば
れ
て
い
る

　
公
開
は
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
。
無
料
。
華

頂
宮
邸
の
維
持
保
全
の
た
め

の
寄
付
金
を
募
集
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
鎌
倉
市

都
市
景
観
課
☎
０
４
６
７
・

61
・
３
４
７
７

緑
青
色
の
屋
根　

見
納
め


